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お す す め 八 女 茶 と八 女 茶 ス イ ー ツ の 販 売八 女 玉 露 の テ リ ー ヌ の予 約 販 売

八 女 茶 に 関 連 し た伝 統 工 芸 の 展 示

［ 入 場 無 料 ］ 

開 館 時 間 … 8 : 3 0 - 1 7 :1 5  休 館 日 … 土 ・ 日 ・ 祝 （ 県 庁 閉 庁 時 ）福 岡 県 庁 1 1 階

上 野 焼 、  芦 屋 釜 の 茶 道 の 道 具八 女 茶 染 の 掛 川 織 作 品

 等

0 06 年

八 女 茶 発 祥

芦 屋 釜 浜 松 図 真 形 釜 八 木 孝 弘 作

上 野 焼

イ メ ー ジ

五 感 で 愉 し む 八 女 茶 の 魅 力
　 八 女 茶 の 歴 史 は 古 く 、 室 町 時 代 の 中 頃 （ 応 永  3 0 年 、1 4 2 3 年 ） 、 明 国 （ 現 ・ 中 国 ） で 禅 の 修 行 を

終 え た 栄 林 周 瑞 禅 師 が 筑 後 国 鹿 子 尾 村 （ 現 ・ 八 女 市 黒 木 町 笠 原 ） の 庄 屋 松 尾 太 郎 五 郎 久 家 に 持 ち

帰 っ た 茶 の 種 子 を 与 え 、 製 茶 技 法 と と も に 一 般 に 伝 え 広 め た こ と が 「 八 女 茶 」 の

は じ ま り と 言 わ れ て い ま す 。 そ れ か ら 今 年 （ 2 0 2 3 年 ） で  6 0 0 年 を 迎 え ま す 。

　 人 々 に 愛 さ れ 長 い 歴 史 を 重 ね て き た 八 女 茶 の 魅 力 を 、 見 て 、 触 れ て 感 じ る

展 示 や ワ ー ク シ ョ ッ プ 、 商 品 販 売 な ど さ ま ざ ま な 視 点 か ら ご 紹 介 し ま す 。

［ 主 催 ］ 福 岡 県 園 芸 振 興 課 、 福 岡 よ か も ん ひ ろ ば



記 載 し て い る ２ 次 元 コ ー ド よ り お 申 込 み く だ さ い 。

開 館 時 間 … 8 : 3 0 - 1 7 :1 5  休 館 日 … 土 ・ 日 ・ 祝 （ 県 庁 閉 庁 時 ）

ア ク セ ス

福 岡 県 庁 1 1 階

［ Ｊ Ｒ ］「 吉 塚 駅 」 下 車 徒 歩 約  1 0  分  

［ 西 鉄 バ ス ］ 「 県 庁 前 」 下 車 徒 歩 約  1  分  

［ 地 下 鉄 ］「 馬 出 九 大 病 院 前 駅 」 下 車 2 ・ ６ 番 出 口 よ り 徒 歩 約  5  分

＊ 公 共 交 通 機 関 の ご 利 用 を お す す め し ま す 。＊ 詳 し い 情 報 は ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。 

＊ 写 真 は イ メ ー ジ で す 。   ＊ 掲 載 内 容 は 変 更 と な る 場 合 が ご ざ い ま す 。 県 庁 西 側 ホ ー ル の 「 1 1  階 行 き エ レ ベ ー タ ー （ ２ 基 ） 」 を ご 利 用 く だ さ い 。 扉 の イ ラ ス ト が 目 印 で す 。

要 予 約

f u k u o k a y o k a m o n

H P … y o k a m o n - hir o b a.j p

［ お 問 合 せ ］   T E L … 0 9 2 - 6 4 5 - 1 8 3 5  （ 福 岡 よ か も ん ひ ろ ば ）

公 式 ホ ー ム ペ ー ジ よ り イ ベ ン ト や カ フ ェ メ ニ ュ ー な ど 様 々 な 情 報 を 配 信 中 ！

ワ ー ク シ ョ ッ プ

お 申 込 み 方 法
＊ 申 込 締 切 日 は 各 ワ ー ク シ ョ ッ プ に よ っ て 異 な り ま す 。  ＊ 定 員 に 達 し た 場 合 、 締 切 と さ せ て い た だ き ま す 。 ＊ 申 込 や 参 加 に 際 し て サ ポ ー ト が

必 要 な 方 は 下 記 福 岡 よ か も ん ひ ろ ば の 連 絡 先 ま で 直 接 ご 連 絡 く だ さ い 。 ＊ 参 加 費 は 当 日 会 場 に て お 支 払 い く だ さ い 。 現 金 払 い の み と な り ま す 。

福 岡 市 博 多 区 東 公 園  7 - 7 福 岡 県 庁  1 1  階

八 女 茶 に ち な ん だ カ フ ェ メ ニ ュ ー 、 登 場 ！

心 な ご む 八 女 茶 & 八 女 茶 ス イ ー ツ

八 女 茶 の 魅 力 を五 感 を 使 っ て 体 感 し よ う

1 1 / 2 9 水 ① 1 2 :0 0 ー 1 2 :3 0 ② 1 3 :0 0 ー 1 3 :3 0 ③ 1 5 :0 0 ー 1 5 :3 0

八 女 ・ 星 野 茶 の 抹 茶 を 味 わ い 、 違 い を 知 っ て い た だ く 「 闘 茶

体 験 」 を 開 催 し ま す 。 ご 準 備 す る の は 、 八 女 ・ 星 野 茶 の 抹 茶 を

は じ め 、 福 岡 県 知 事 指 定 特 産 民 工 芸 品 の 芦 屋 釡 、 経 済 産 業 大 臣

指 定 伝 統 的 工 芸 品 の 上 野 焼 の 茶 器 、 う き は の 水 な ど 選 り す ぐ り の

県 産 品 。 最 初 に 一 杯 味 わ っ て い た だ い た 後 、 次 に 出 て く る 二 杯 の

ど ち ら か が 最 初 の 一 杯 と 同 じ ？ も し く は 違 う ？ と 、 産 地 に よ る

抹 茶 の 味 わ い の 違 い を 五 感 を 使 っ て 感 じ て い た だ く 体 験 で す 。

八 女 産 の 玉 露 を 使 用 。 ス パ

イ シ ー な 大 人 の カ レ ー で

す 。 改 良 を 重 ね 独 特 の 旨 み

を 持 っ た 味 わ い に 仕 上 が り

ま し た 。

八 女 茶 を 使 っ た ス イ ー ツ を 集 め て 販 売

い た し ま す 。

■ 会 　 場 … 福 岡 よ か も ん ひ ろ ば 北 棟

■ 参 加 費 … 6 0 0 円  / 大 人 ・ 子 ど も 同 額 （ 税 込 ） 

■ 対 　 象 … … 幼 児 ～ 大 人

　 ＊ 小 学 2 年 生 以 下 の 方 は 保 護 者 の 方 が 同 伴

　 　 く だ さ い 。

■ 定 　 員 … 1 0 名    

講 師 … 芦 屋 釜 の 里  新 郷 英 弘 さ ん

芦 屋 釜 も な か 付

申 込 フ ォ ー ム ▶

申 込 フ ォ ー ム ▶

7 0 0 円 （ 税 込 ）

芦 屋 釜  闘 茶 体 験  八 女 ・ 星 野 茶 と 産 地 の 違 う 抹 茶 の 飲 み 比 べ

五 感 で 感 じ る お 茶 の 愉 し み

要 予 約

1 1 / 1 5 水 各 日 と も  ① 10 :3 0 ～ 1 1 :3 0 ② 1 3 :0 0 ～ 1 4 :0 0 ③ 1 4 :3 0 ～ 1 5 :3 01 2 / 7 木

八 女 茶 の 茶 葉 を 石 臼 で 挽 い て 、 挽 き 立 て の

抹 茶 を そ の 場 で 点 て て 味 わ い ま す 。 自 分 で

挽 い た 抹 茶 は お 持 ち 帰 り も で き ま す 。 茶 の

文 化 館 館 長 の 八 女 茶 に 関 す る お 話 も 興 味

深 い ！ 星 野 村 の 手 作 り 和 菓 子 付 き 。 石 臼 を

自 分 で 挽 い て 、 自 分 で 点 て た お 茶 は 格 別

で す 。

■ 会 場 … 福 岡 よ か も ん ひ ろ ば 北 棟 多 目 的 ル ー ム

■ 参 加 費 … 8 0 0 円  / 大 人 ・ 子 ど も 同 額 （ 税 込 ） 

■ 対 象 … 幼 児 ～ 大 人

   ＊ 小 学 2 年 生 以 下 の 方 は 保 護 者 の

      方 が 同 伴 く だ さ い 。

■ 定 員 … 各 回 1 0 名    

講 師 …

八 女 ・ 星 野 茶 の 本 格 抹 茶 体 験

「 挽 き た て 」 抹 茶 を 味 わ う

抹 茶 、 和 菓 子 付

八 女 玉 露 カ レ ー

八 女 茶 ス イ ー ツ

八 女 茶 を 使 用 し た

香 り 豊 か な

チ ー ズ ケ ー キ

4 0 0 円 （ 税 込 ）

自 家 製

八 女 茶 チ ー ズ ケ ー キ

ワ ー ク シ ョ ッ プ

よ か も ん カ フ ェ
よ か も ん シ ョ ッ プ

J A ふ く お か 八 女 の

選 り す ぐ り 八 女 茶 を

販 売 い た し ま す 。

八 女 茶

星 の ふ る さ と 茶 の 文 化 館

古 賀 佳 代  館 長

      


